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コ ー ス：授業実践力向上コース 
 
 
 
『令和 2 年度 文部科学白書』では、「第 2 部 文教・科学技術施策の動向と展開」の中の「第 3 章 生涯学習社会の実現」にお

いて、学校における読書活動の推進について以下のように述べています。 
 
子供の読書習慣を形成していく上で、学校は掛け替えのない大きな役割を担っています。「学校教育法」には、義務教育として

行われる普通教育の目標の一つとして、「読書に親しませ、生活に必要な国語を正しく理解し、使用する基礎的な能力を養うこと」

が規定されています。また、学習指導要領では、学校図書館を計画的に利用しその機能の活用を図り、児童生徒の主体的・対話

的な深い学びの実現に向けた授業改善に生かすとともに、児童生徒の自主的、自発的な読書活動を充実することとしています。 

小学校、中学校、高等学校の各学校段階において、児童生徒が生涯にわたる読書習慣を身に付け、読書の幅を広げるため、読

書の機会の拡充や図書の紹介、読書経験の共有によって様々な図書に触れる機会を確保することが重要です。 

 
あなたが希望する学校種にかかわって、児童生徒の読書活動を推進するために、どのような取組が構想できますか。教科や

教科外活動などを例として挙げ、具体的に指導の展開や工夫について 1200 字程度で説明しなさい。 
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【出題の意図】 

児童生徒の読書習慣を身に付け、読書の幅を広げるために、取得見込みの教員免許状に応じて、教科指導や

教科外活動の指導の中での取組を具体的に記述することが求められます。例えば、授業に関連する図書を、教

師が勧めるために、教室に学級文庫として準備しておくことで、児童生徒が本を手に取りやすいように工夫し

たり、図書館司書と連携して、特集コーナーを設置するような取組が考えられます。あるいは、教科外活動と

して、朝の学級活動の時間を用いた読書時間を設定したり、学級活動や学校行事としてビブリオバトルを実施

している学校もあります。保護者のボランティアによる読み聞かせのイベントを行っている地域もあります。 
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